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　今回の特集は上位頸椎疾患の病態・診断・治療（RA除く）で，
アプローチ，術式から，外傷，Chiari 奇形や空洞症，Down 症候
群の環軸椎転位，crowned dens 症候群，環軸椎変形性関節症
と，上位頸椎に特化した興味深い内容となっている．
　脊髄空洞症は私の学会発表した最初の症例であり思い出が深
い．1984年に卒業したときに大学に運よくMRIが導入されつつ
あったので，空洞症の発表は 1985 年だったと思う．矢状断が撮
れる，空洞症が直接見えるなどのMRI の有用性を発表したわけ
だが，gold standard がないので少し苦労した．その少し以前か
らその頃までは非イオン性造影剤で硬膜囊内投与が可能なメト
リザマイドによるミエログラフィーのあとに CT を行うのが最
もよい脊髄の評価法とされてきたが，たとえ空洞内に造影剤が
移行する場合でも時間がかかり，十分なコントラストが得られ
ず，CTでの診断は難しかった．MRIがよいのは明らかなのだが，
画期的すぎて本当かどうかわからないという状態であった．ま
た，MRI 特有の空洞症に似たアーチファクトとして，truncation
（Gibbs）アーチファクトがあり，フーリエ変換時の分解能と空
洞様所見の関係についての論文をよくわからないながらも読ん
だ記憶がある（Bronskill MJ, et al：Syrinx‒like artifacts on MR
images of the spinal cord. Radiology 166：485‒488, 1988）．運よ
くその当時のT2強調像は，その後に出てきたmultiecho の fast
（turbo）スピンエコー法とは異なり，流れのアーチファクトはそ
れほど強くはなかった．
　さて，回顧はそのくらいとして，関東では 2 月初旬は青空が
広がり，空気は澄んで，少し肌寒いが爽やかな，五月晴れでは
ないかと思うくらいの天候であった．このまま行くと地球温暖
化のために，2 月が 1 年で最もよい気候となるのでは？　と爽や
かな中にも，これでよいのかと思うところがあった．その後寒
波が来て，雪も舞うようになり，寒いながらも少しホッとして
いる．CT，MRI などの画像診断に関しては，大いに変わってよ
いと思うが，気候はあまり変わってほしくないと（少なくとも，
これ以上夏が暑くなってほしくないと）思うこの頃である．

（青木茂樹）
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